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実験1 定 植時の球根重重が球根の肥大に及ばす影響

会良県農☆結合センター内(「原市)に白生しているとガ

ンバナ球根を開花後にjFr上げて球周を測定して,2∞ 7年10

月1日に増養上(ピー トモス :バーミキュライト:パーラ

イト=2!2,1)を 入れた5寸 弥へ47tl定植し,2008年

6月 7日 にll lFを坑 Ll)Fl日 とW」定した 元 月Uと して緩幼

性国形】じllを培な上 1で あたりに2g施 肥した な お,別

造棋Dljを取りいいたIl棋を用いて、球同から球棋童舟を求

o分 球しなかった球根
o2球 に分球した球根
口●球に分球した球根
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定植時の球根重量

第1図 冬季8ヶ月の栽培によるとガンバナ球根重量の増加
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中国から約2500年前に伝わつたと言われている日本の

ヒガンバナ(Lv.r"s rtt24ねvar″挽 ″H●お)は, 3倍 体ウ

n i3x‐ 33)で不宿であり, 3つ のグノ2、は遺伝的に同一

であるとされているが,細砲キ的1あるいはDNAレ ベル・

いの見地から,通 常の封蚊3‖ 体ではないとされている

一方 中 国には二倍体で結実する種(とコt24ねvar Purllra

Ho■)が,在 する ヒ ガンバすの花チ介化は4月 下句に開

始され, 5)]ド句から6月 中旬に業力対高れて 9月 中 下

旬に開花する31 6 FⅢ 6)」 以降に業が枯れるのは高温に

よるプログラム細地死によることが示唆されている!十

PTR花後に出業し 冬 から本にかけて活発に比合成を行って

球4Pにデンプンを蓄慌する 一 方,表 が国においては8ru石

油の一環としてバイオエタノール生産が緊急課笹となって

おり 冬 本のバイオマスとしてヒガンバナTftFsのデンプン

に期待がもてる さ らに, とガンバナは奈良早のす観十1物

として童夕であるにもかかわらす)昨 今減少していること

から幼率的な増殖技術が確立され'口ま,遺 伝資源の保千や

耕作枚棄地の有効利用としても期待できる そ こでヒガン

バナの球根生FEを行うにあたって, ll根の肥大特1生とれ

"mで の増殖における培養条件を検討したので報告する

める推定式を導いた

実験 2 り ん片切片からの再射 しにおける培地条件の検討

ヒガンバナ本根のりん片切片から再分化個体を獲得する

ため,培 地の検討を行つた 球 根のりん片切片を2,4ジ

クロロフェノキシ昨醸(2,■ D)(0 1mR/″,05111F)と チ

ジアズロン(TDのあるいは6‐ベンジルアミツプリン(BA)

(01興/″,05理 /セ.10雌 /2)と 和み合わせたMurashisc

and S(oo3(MS)培地｀
(ショ特 3%,実 天08% PH5 8)へ 置

床し,モ 音2ヶ 月後にカルスと不定ナの形成について調査

した な お, 1シ ャーレあたり9切片として, 1言却費区あ

たり36切片あるいは180切片と置床し,25で,291μ m●ls l

m2,16時 間日長で培養した

結果および考察

実験1 定 植時の球根重畳が球根の肥大に及ばす影響

球月から球棋責量を求める推定式は,」t周がS cn以上の

場合,球 棋宣畳(g)=516× Fj日(cn)-3339,(r2=097),

l」R月が8 cn末満の場合,水 IIrtti(ど)=1 94X tl用(cn)一

757)Ⅲ 2=099)で
あった こ れらの推定式を用いてrl棋

重畳とlt定したところ,定 植時の球根重畳の平均は163
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g± ■30gで , 8ヶ 月後の本根宣量の平均は268g± 170

gで あり,約 16倍 に増加した ま た,定 植時の球根重ユ

が25g以 上の場合 70rjJのFj根が2球 以上に分球した(第

1図 ,第 2図 )こ れまでにす ヒ ガンバナの球lFE宣量の増

加についての詳細な報告はなく,今 後,最 適な球根,産 の

ための栽培試験を行う上です本報での栽培結果は基礎とな

るデータになるであろう

実験 2 り ん片切片からの再餌 しにおける培地条件の検討

2 4Dと BAを 組み合わせた培地では,球 根のりん片切

片からのカルスや不定茅の形成は全 く認められなかった

が, 2,4D01myゼ とTDZ0 1ms/″,05叫 /″,10叫 /″を

組み合わせた3つ の培地で不定芽が形成された 特にす2

4D01叫 7`と TDZ10w″ を添加した培地での不定茅形成

率は111%と 最も高かつた(第 1表 )さ らに,不 定チをft

物ホルモンを添加していない 1/2 MS培 地へ杉植すると発

根して,ltL物体を得ることができた(第3図 )ヒ ガンバナ

科1直物については,ア マリリス3,の
培養に関する報告はあ

るが,と ガンバナ組織からの■分化については,こ れまで

検討されていない 本 rF l究において, ヒガンバナ組織から

の再分化にサイトカイエンとしてTEjZが有効であることが

判明しⅢさらに,10%以 上の再分化車が得られたことからす

第 2ロ  ヒ ガンバナ球根の分球
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第1表 しガンバナ球根のりん片からの再分化に及1ます植物ホルモンの影響
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第 3図  ヒ ガンバナ球根 りん片からの再分化
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TDZ 1 0rlw″と2年D01mg/ク を含むMS培 地での不定芽形成(A),1/2 MS培地での植物体再生(B)



歳尾浩史他:あ″的とrrjガ前でのヒガンバナ にァoHs ra」r2ra Hclb)の増殖

は大量増殖や遺伝子導入による育種において, 利用

な技術になること力期 待される
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